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はじめに
アメリカでは吹奏楽が広い聴衆層を持ち，魅力溢れる

吹奏楽作品が次々と新たに発表・演奏されている点にお

いて，レパートリーを旧作の名作中心に固定しがちで，

演奏者以外の吹奏楽愛好家が少ない日本とは異なってい

る。現代のアメリカの吹奏楽作品が聴衆に広く支持され

ている理由の一つに，従来の西洋芸術音楽の語法に，ポ

ピュラーやジャズ，ロックなど様々な音楽ジャンルの要

素，トーンクラスターやミニマルミュージックといっ

た20世紀の現代音楽の様式が加えられた，クロスオー

ヴァー作品が多く生み出されていることが挙げられる。

これらの異なるジャンルの様式や語法が垣根を越えて呼

応し，融合することが，今までにない新鮮さと音楽的な

質の高さを生み出している。また，同時にその様な方向

が聴衆に親しみやすいという印象を与えているものと考

えられる。音楽の芸術的な要素，すなわち奥深さと，大

衆的な要素，すなわち親しみやすさの両方を持ち合わせ

ているということは，吹奏楽作品が一般聴衆を惹き付け

て離さないための重要な鍵となる。更にこのような広範

な領域にわたるフュージョンこそ，これからの音楽の新

たな可能性を拓くものでもある。筆者はこのようなアメ

リカの吹奏楽の傾向を極めてよく表しているものとし

て，アメリカの吹奏楽作曲家マッキー（John Mackey 

1973年10月１日―）の作品に注目した。

マッキーはアメリカの若手作曲家であり，2007年３

月17・18日に岡山で開催されたJWECC（Japan Wind 

Ensemble Conductors Conference日本管楽合奏指導者

会議――代表 仲田守氏）で演奏されるなど，日本でも

ある程度の知名度がある。JWECCでは，吹奏楽レパー

トリーの拡大のために国内の作品のみならず，海外の作

品，特にアメリカの新作や，日本で馴染みのない作品の

紹介のためにコンサートを開催している。

その時に取り上げられた《Kingfishers Catch Fire》（世

界初演）は，軽快な音楽の展開，巧みなリズム書法，ポッ

プで親しみやすいサウンド，それらを支えるオーケスト

レーションなど，今までにない吹奏楽の新しい姿を示し

ている。

マッキーは上述したようなクロスオーヴァーの作

品を手がける作曲家の一人である。本稿では彼の

《Kingfishers Catch Fire》の第２楽章を対象にそのクロ

スオーヴァーの実際を，西洋音楽の様式に由来する点と，

ポピュラー音楽に由来する点の２つの観点から明らかに

したい。同時に，いくつかの分析を通して，マッキーの

語法によって打ち立てられた楽曲構成面の新機軸を考察

する。

経歴
ジョン・マッキー（John Mackey）は，1973年10月，

オハイオ州のニューフィラデルフィア市に生まれた。

ジュリアード音楽学院及び，クリーヴランド音楽大学卒

業。ジョン・コリリアーノ（John Corigliano，1938年

２月―），ドナルド・アーブ（Donald Erb，1927年１月

―2008年８月）に師事する。

1999年から2003年の間，パーソンズ・ダンスカンパ

ニーの音楽監督を務め，現在はオーケストラやバレエ音

楽祭におけるレジデント・コンポーザーを務めている。

ブルックリン交響楽団，ニューヨーク・シティバレエ，

ダラス劇場，アルビン＝エイリー・ダンスカンパニー，
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ニューヨーク青年交響楽団その他数多くの団体から作品

の委嘱を受けている。オーケストラや吹奏楽の作品はも

ちろんのこと，ダンスやモダン・バレエのための作品も

多く手がけている。

マッキーが初めて作曲した吹奏楽作品《Redline 

Tango》は，2005年のABAオストワルド賞（注１）を

受賞している。日本においては，2005年６月の昭和ウィ

ンドシンフォニーの演奏会で《Redline Tango》が日本

初演され，同年12月には東京佼成ウィンドオーケストラ

により《Sasparilla》が日本初演された。《Kingfishers 

Catch Fire》は，JWECCの委嘱によって，日本におい

て初演された。全日本吹奏楽コンクールでマッキーの吹

奏楽作品が取り上げられており，近年，日本においても

マッキーの名が広く知れ渡りつつある。

楽曲について
《Kingfishers Catch Fire》は，JWECCの運営委員で

ある光が丘女子高等学校の日野謙太郎氏，ウィンドアン

サンブル・ドゥノールの仲田守氏，おかやま山陽高等

学校の松本壮史氏，ウィンドアンサンブル奏の楊鴻泰

氏，川崎医療福祉大学ハートフルウィンズの岩田俊哉氏，

ウィンドアンサンブル・ソレイユの奥山泰三氏と相模原

市民吹奏楽団の福本信太郎氏の委嘱によって作曲された

作品である。斎藤一郎氏の指揮とJWECCスペシャルバ

ンドの演奏によって初演された。

この作品は全２楽章構成をとっており，静かな第１楽

章と，それとは対照的な第２楽章によって成り立ってい

る。「Kingfisher」は「かわせみ」のことである。マッキー

は原譜スコアのプログラムノートに次のように述べてい

る。

「かわせみは，光り輝くとても美しい色の羽を持った

鳥で，太陽の光に照らされたその姿は，あたかも燃えて

いるようである。とても恥ずかしがり屋なので，我々は

滅多に見ることはできないが，その姿は紛れもなく美

しい。第１楽章〈Following falls and falls of rain〉は，

激しい雨が止んだばかりの静かな朝，かわせみがゆっく

りと巣から現れる希望を静かな雰囲気で表現している。

第２楽章〈Kingfishers catch fire〉は，かわせみが太陽

の光に向かって飛び立っていく様子をイメージしてい

る。」

また，2007年のJWECCの資料によると，「題名は

G.M.ホプキンスの英詩《As Kingfishers Catch Fire》

に由来する。（中略）この作品は，『万物が持つそれぞれ

のうちに秘めた美しさを表現したい』ということから生

まれた。」とある。

第２楽章〈Kingfishers catch fire〉は，シリアスな第

１楽章とは対照的に，４分音符＝160というドライヴ感

溢れるテンポで，８分音符を中心にした音楽がリズミカ

ルに展開されていく。楽曲の大部分が多声的に展開し，

独立した各声部によって形成されるポリフォニックなテ

クスチュアが，音楽の一瞬一瞬に独特な響きを生みだし

ている。垂直的関係の中で，音の質感が目まぐるしく交

替していくという点がきわめて魅力的である。曲中には

和声部分があり，変拍子の部分があり，バンダを伴った

ドラマチックなファンファーレの部分がありと，内容は

変化に富んでいる。

この楽曲は，個性的で卓越したリズムの扱い方と，そ

れを更に刺激的なものにする多くのアクセント音が特徴

的である。また，各声部にこと細やかに強弱記号の指示

がなされている。マッキーがアクセント音と強弱記号の

指示を念入りに行っていることは明らかであり，アクセ

ントと強弱記号が楽曲分析のための一つの指標となると

考えられる。

課題を明らかにするために次の４つの方法で分析を行

い，考察する。

分析Ⅰ：楽曲構成
分析Ⅰでは，主題や動機の呈示・展開・再現に着目し

た従来の形式分析の方法で分析を行う。楽曲の構成は，

大きく４つの部に分けることができる。さらに細かい群

に分けることができるが，ここでは割愛する。カッコ内

は小節数を表す。

第１部　１－66小節（66）

第２部　67－105小節（39）

第３部　106－157小節（52）

第４部　158－193小節（36）

（1）各部について
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第１部

B♭管クラリネットによる短い導入部分の後，主題が

呈示される。この主題の動機は断片的なリズム素材の組

み合わせによって成り立っており，これらの素材はさま

ざまな形で各声部に現れる。第１部はさらに，展開部的

性格，再現部的性格が混在した６つの群に分けることが

できる。

和音の使用はごく一部確認できるが，和声進行の脈絡

として捉えることはできない。全体としては独立した多

声部によるポリフォニックなテクスチュアである。

調性はヘ長調であるが，第１部に現れる旋律には属音

が圧倒的に多く，調性を感知することは難しい。B♭管

クラリネットによる反復音型からヘ長調の調性を判断で

きるが，場面によっては反復音型が微妙な変化し，調性

は曖昧なものになっていく。逆に，反復音型が原型で現

れる箇所は，ヘ長調と判定できる。

第２部

ここでは第１部の主題がなめらかな線的メロディー

として再構築される。使用楽器はオーボエとC管トラン

ペットである。木管楽器は引き続きリズム音型を担い，

ホルン以下の金管楽器のハーモニー声部が全体を支えて

いる。木管楽器群は副次的旋律に過ぎないが，ロングトー

ンの和声群の中でスピード感と躍動感を失わないために

欠かせない声部となっている。ポリフォニーとホモフォ

ニーが混在したテクスチュアとなっている。

楽節の区切りは第１部と比較すると明確で，これは和

声を伴うためである。和声進行をコードネームで表すと

B♭（６）―C（Sus４+９）―F（M７＋９）―C/E（M７）

―D（Sus４）―C（６）―B♭（６）～となり，ポピュ

ラー音楽で使用される最もシンプルなパターンであるこ

とが分かる。６th，７th，９thや付加音やSus４がさら

に色彩を豊かなものにしている。

第２部の終わりにはドミナントが置かれるが，第３

部の頭は主音のF音がない上に，極端にオーケストレー

ションが薄くなるため，終止感は薄い。終止というより

は経過的に部が転換されると分析する方が適切である。

第３部

第３部は前半と後半に分けられる。第３部前半では

５/４拍子と３/４拍子の規則的な交替が見られ，静的

な５/４拍子２小節，クレッシェンドを伴った動的な３/

４拍子４小節によって楽節が形成される。これが合計４

回現れ，順次楽器が加わり発展していく。途中，旋律の

構成音とバスのD音からは平行調であるニ短調の調性感

を得ることができ，その後バスが順次下行進行する。わ

ずかではあるが和声進行が認められる。

第３部後半では，再び和声進行を伴わないポリフォ

ニーのテクスチュアとなり，主題の動機やリズム素材が

さらに自由に展開されている。主題が原型で現れること

はなく，推移的である。

第４部

第４部の前半ではリズム素材がすべて停止し，楽曲中

で唯一完全なホモフォニー構造となる。レガートな主題

の特徴と，和声進行のパターンは第２部のものと全く同

じであり，第２部と第４部前半は対応しているといえる。

和声によって形式は堅固なものになっているが，ときお

り挿入される５/４拍子が第３部までの流れを受けてい

るように感じられる。

第４部後半では第３部の群が再現され，間もなくコー

ダ，楽章終止となる。コーダに入ってものリズム同士の

新たな組み合わせがあり，最後まで発展的である。最後

はヘ長調の主和音で終止する。

（2）反復音型

導入部分に呈示された動機が楽曲を通して反復・展開

され，楽曲に統一感を与えており，ミニマルミュージッ

クのスタイルが取られている。また，一定のフレーズ内

で，あるリズムパターンが常に反復されていることから，

リフとの共通性を指摘できる。リフ（英 riff）とは，ジャ

ズやロックにおけるコード進行や音型の反復のことを示

し，従来のクラシックにおける「リフレイン」とは全く

意味の異なるものである。リフの印象深さが楽曲全体に

大きな影響をもたらす。この楽曲においても，反復音型

のキャッチャーさ（印象深さ）が楽曲に親しみやすさや

統一感を与えているのは明らかである。

（3）楽曲構成法

主要主題の動機や断片的なリズム素材を展開させるこ

32岸、井ノ上.indd   313 09/10/14   13:55



井ノ上　 拓　郎・岸　　　啓　子

314

とによって楽曲構成を行っている。このことから，従来

のクラシックで行われているような動機・素材を展開さ

せる楽曲構成法と判断することが可能である。

楽曲内での動機・素材の展開の仕方は非常に分かりや

すく，そのまま再現されるパターン，素材同士が組み合

わされるパターン，リズムや音価が変形されるパターン

などがほとんどである。素材自体をさらに細かく分解し

て新しい素材や動機を作る，原型を失うほど変容を伴う

複雑な展開は見られない。リズムが８分音符を基礎にし

ていることや，和声による進行が限定されていることが，

動機・素材の展開の仕方にも影響し，シンプルな楽曲構

成なっているのだと考えられる。

分析Ⅱ：アクセント
この楽曲を始め，マッキーの吹奏楽作品ではアクセン

ト記号（＞）がこと細やかに指示されている。中でもこ

の楽曲のアクセント数は，他の作品では見られないほど

の膨大な数となっている。これは単なる演奏効果として

の音の強調・強勢を超えた，大きな意味を持っていると

考えられる。ここでは各声部の８分音符パルスとアクセ

ントを表にして，楽曲中のアクセントが楽曲に与える影

響などの特徴を見ていく。

表の「○」はアクセントが付された８分音符，「・」

は８分音符，「―」は音価の延長，「空白」は休符部分を

表す。例えば，非アクセント音の４分音符は「・―」と

なる。表の左に書いている数字は声部番号である。表の

上の数字は小節を，カッコ内の分数は拍子を表している。

（1）拍節アクセント

８分音符が中心の第２楽章において，アクセントは拍

節を作るためには使用されている。最もオーソドックス

な使用法といえる。

楽曲は基本的に４/４拍子，３/４拍子，５/４拍子に

よって展開されるが，アクセントの位置によって強拍が

ずれて，拍子が変化することがある。11小節を見てみる

と（表１），声部③と声部④が，本来の拍子と一致して

いないことが分かる。声部③は４/４拍子であるが３拍

目が強拍となっており，本来の拍子とズレが生じている。

さらに声部④に関しては，５/４拍子のようなグルーピ

ングをしている。ここでは声部①が冒頭から続く反復音

型を奏でており，４/４拍子の拍子感は保たれているが，

声部③と④によってアクセントや拍子が完全にずれてい

るためにポリメトリック・リズムを形成しているといえ

る。表１の右の数字は小節数と拍子を示す。

 46－51小節では（表２），小節ごとに拍子が変化する。

48，49，50，51小節では，アクセントによって拍子感

を巧みに描き分けていることが分かる。51小節では３/

８＋３/８＋２/８の拍子と４/４の拍子がポリリズムを

形成している。

（2）ポリアクセント・テクスチュア

ポリアクセントというのは筆者の造語である。ポリア

クセントは「複数の強勢・強調」という意味であり，ポ

リアクセント・テクスチュアは「各声部のアクセントの

位置がずれることによって独特の響きが生じる構造」で

ある。57－61小節を例に示す（表３）。

57－61小節はこの楽曲の中でも特にポリアクセント

構造が顕著な部分である。声部②から⑤を見ていくと，

アクセントの位置が小節によってずれていることが分か

る。ここでは既出のリズム素材が無造作に組み合わされ

ており，アトランダムに並んだアクセントが，拍の一瞬

一瞬に独特な音の響きを生じさせている。

（3）ホモフォニック・アクセント

楽節の変わり目や音楽内容が変わる直前で，アクセン

（表1）  11（4/ 4）

（表2） 46（3/4） 　          　49（4/4）　50             51

（表3） 57（4/4）
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トが一斉配置される箇所が多く見られた。ホモフォニッ

クなアクセント配置であるといえる。

91小節以降は，第２部の主題がリフレインされている

個所である。声部数の多さから，ポリフォニーとホモフォ

ニーが混在した非常に複雑なテクスチュアであることが

分かる（表４）。しかし96小節では声部数がわずか３つ

となり，突然整列して足並みを揃えたかのように，ホモ

フォニックなアクセントの配置になる。96小節では，前

楽節と後楽節を区別するためにアクセントが付されてい

るといえる。97小節から後楽節となる。

次は音楽内容の転換のためのアクセント配置の例であ

る（表５）。39小節は先ほどの96小節とは異なり，声部

の独立性は保たれたままアクセントのみが集中的に配置

されている。39小節のアクセント音によって響きが一瞬

にして密になり，楽想が一度リセットされる。これをきっ

かけに５/４拍子の音楽に転換している。

以上のようなホモフォニックなアクセント配置は，ポ

ピュラー音楽における「フィルイン」（英fill in）との関

連性を指摘することができる。フィルインとは，ドラム

セットによってフレーズのつなぎ目の部分で即興的な演

奏を挿入することを示す。フィルインはフレーズの終

わりにインパクトを与えたり，次のフレーズを予感させ

たりすることはもちろん，楽節構造をより堅固なものに

し，フレーズ感を聴き手に意識させるという重要な効果

を持っている。マッキーがフィルインを意識して作曲し

たとは断言できないが，このような特徴からポピュラー

音楽との，特にロックやジャズとの共通点を見出すこと

が可能である。

分析Ⅲ：ダイナミクス
ここでは，強弱記号をもとに，ダイナミクスの平均値

の推移を分析する。記譜上の強弱記号と実際に聴取した

音量とが一致するものではない。しかし，多くの声部が

現れ，かつ声部ごとに細やかに強弱指定がしてあるこの

楽曲では，強弱の変化は楽曲を構成する上での重要な要

素の一つになると考えられる。

楽譜に現れるピアニシモからフォルテシモまでの強弱

記号に１から６までの数を代入し，ある声部の強弱記号

の数値化する。その声部を演奏するスコア上のパート数

（楽器）を掛け合わせる。それをすべての声部で行い，

その和を演奏するパート数（楽器）で割り，平均値を求

める。55小節を例に挙げて計算する。

fの声部①が４パート…４×４＝16

fの声部②が２パート…４×２＝８………

以下声部⑤まで同様に行い，声部①から⑤の和を求め

ると，「66」となる。

「66」をここで演奏するスコア上のパート数「17」で

割り，１パートあたりの平均値を求めると，66÷17＝3.88

（小数第３位を四捨五入）となる。すなわち，55小節はf

＝４に近いダイナミクスである。

（グラフ１）は算出した平均値をグラフ化したもので

ある。なお，クレッシェンドによる細かい変化を見るた

め，105，150，172，173小節は，小節を２つに分けて

計算している。最後の193小節は１拍目のみを計算の対

象としている。また，148小節のみffffがあり，これを７

とした。

（1）各部について

第１部…開始してしばらくはmf＝３で推移する。その

後大きく３つのダイナミクスの山を形成し，一旦安定

した部分を経た後，第１部最後の山を形成して第２部

へと入る。

第２部…強弱の変化がほとんど見られず，安定している

ことが分かる。平均値はf＝４程度で，第１部よりも

ワンランク上のダイナミクスとなっている。

第３部…第１部と同様に起伏を形成しつつレンジを上昇

させているが，ここでは小節の間隔に規則性が認めら

れる。この間隔は，分析Ⅰで見た拍子の交替と一致し

ている。第３部の頭はmp＝２より小さく，第４部の

（表4） 91　 　　　　　　　　　　　　　　　　　96

（表5） 37（3/4） （4/4） 　39（3/4） 　　　　　　　 （5/4）
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前ではfff＝６より大きくなる。最も変化の大きい部分

である。

第４部…ダイナミクスは比較的安定している。なおかつ

高いダイナミクスレンジで推移しており，楽曲のクラ

イマックスを形成しているといえる。また，第４部に

おけるダイナミクスの急激な変化は，音楽の演出効果

としての意味合いが強い。

（2）強弱の変化の特徴

グラフから，クレッシェンドの到達点を迎えた後，必

ずダイナミクスが急降下するという特徴が明らかになっ

た。楽曲中にはデクレッシェンドやディミヌエンドの指

示は全くなく，ゆるやかに強弱が減衰する箇所は一度も

現れない。特に第１部や第３部ではこの特徴が顕著に現

れており，グラフを見ると，片方の斜面が緩やかで，も

う一方が急な山が形成されていることが確認できる。

（3）楽式との関連性

ダイナミクスの変化のインターバルは，分析Ⅰにおけ

る楽曲構成や，さらに細かい楽節の区分と対応している。

ダイナミクスの変化と，楽曲構成との関係性は明らかで

ある。

（4）和声進行とダイナミクスの関連性

第２部と第４部の和声進行部分では，ダイナミクスが

安定しているということが明らかになった。これは，和

声によって形式の安定性を確保することができ，ダイナ

ミクスの操作が不要であるためと考えられる。

分析Ⅳ：総合的ダイナミクス
ここではダイナミクスの変化をさらに細かく見ていく

ために，２つの数値を用いてグラフを作成する。

１つ目はダイナミクス指数である。ダイナミクス指数

は，分析Ⅲのダイナミクスの平均値にパート数の増減を

反映させるために，各声部の和を「210」（注２）で割っ

て割合化したものである。先ほどの計算を例にすると，

66÷210=0.31（小数第３位を四捨五入）がダイナミク

ス指数となる。この数値が低ければpピアノなどの弱奏

で小アンサンブルを行っていることとなり，高ければfff

フォルテシシモなどをTuttiに近い編成で演奏している

こととなる。

２つ目は音の密度である。音の密度とは，１小節あた

りが音符で満たされている割合を全パートで求め，それ

を平均して数値を求めたものである。Tuttiの場合や小

節が音符で満たされている場合，密度の数値が高くなり，

逆に少ないパート数で演奏する場合や小節内に休符が多

い場合，密度は低くなる。密度を出すことで，１小節あ

たりのテクスチュアの響きの厚みを知ることができると

考える。

これらの数値から作成したものが（グラフ２）である。

ここでは具体的な数値の変化を見るのではなく，グラフ

の形や振幅の様子を観察することを通じて，楽曲の総合

的なダイナミクスの変化を見ていく。正の領域がダイナ

ミクス指数のグラフで，負の領域は音の密度のグラフで

ある。横軸は楽曲の進行を示している。

AはBに至るための，いわば助走の部分であると解釈

（グラフ1）
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できる。段階ごとに振幅が大きくなっているのがはっき

りと確認できる。Bは正・負の領域とも平らな形を形成

しており，非常に安定している。また，ダイナミクスの

レンジが大きいことから，楽曲の前半部分の山場を形成

しているといえる。

Cでは，突如としてレンジが狭くなっていることから，

新たな音楽の始まりを予感させる。ここでは，音の密度

が先行して上昇し，追ってダイナミクス指数が上昇して

いる。Aと同様に徐々にレンジを広げているが，Aより

も短い時間の間隔で大きな振幅を見せている。

Dでは一度レンジが下がるが，比較的安定している。

Eでは再びレンジが急降下し，そこから再び急上昇をす

る。クライマックスに向かっていると判断できる。

 

分析Ⅳの区分は，分析Ⅰの結果とは完全には一致しな

い。しかし，このようにダイナミクスの変化を，一定の

形を持った波形として視覚的に捉えることができたとい

うことは，ダイナミクスの変化が音楽の構成に大きく関

与しているという根拠になり得る。

結論
〈Kingfishers catch fire〉は従来の楽曲構成法を踏襲

して作曲されていることが明らかになった。しかし，ポ

リフォニー声部の独立性の強さや，和声に拠らない楽曲

展開は，楽曲の構成を不安定なものにしている。そこで

マッキーは，新機軸として，楽曲構成の中心要素にダイ

ナミクスの変化を取り入れた。楽曲構成レベルでダイナ

ミクスを操作し，緻密な強弱記号指定を行うことによっ

て，楽曲構成の不安定性というマイナス面を補っている

といえる。さらにマッキーは，ダイナミクス変化の不安

定部分と安定部分を交互に設けることによって，音楽に

緊張感と躍動感を与えている。

楽曲中のアクセントは，各声部の主要旋律やリズム音

型に性格を与え独立性を確保するだけでなく，楽節の区

切りを明確する，あるいはテクスチュアを描き分けると

いった重要な役割を果たしているということが分かる。

ダイナミクスが「マクロ」であるとすれば，アクセント

は「ミクロ」のレベルで楽曲構成をより堅固なものにし

ているといえる。

また，ポピュラー音楽に由来する点については，ポピュ

ラー音楽の手法を明確な形で確認することはできなかっ

たが，リフやフィルインの特徴との共通項を見出すこと

ができた。マッキーの作品におけるクロスオーヴァーの

姿とは，単に既成のものが表面的に組み合わされた状態

や，クラシック音楽が単にポピュラー音楽の要素を引用

した状態（もしくはその反対）ではない。作曲のプロセ

スの中に組み込まれたプリミティヴなポピュラー音楽の

要素が，クラシック音楽の要素を補完しながら融合して

いるという，全く新しいクロスオーヴァーの姿なのであ

る。

（注）
（注１） オストワルド賞は，ABA（American Band 

Directors Association 1929年設立）によって選定さ

れる名誉ある賞で，年に１回作曲者与えられる。

（注２） 「210」という数値は，スコア上の楽器35パート

すべてがfffフォルテシシモで演奏した場合の数値であ

る。
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